
０

○

畳

カ
ワ
イ
ｙ
ウ
に
、
、
、9７

吻
鰯
⑲

６

○
○

●
永
井
‐
又
明
③

カ
ワ
イ
ｙ
ウ
に
、
、
、
－
９

３
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＊＊

こんにちはノブです
アナタのクラブアナタのいこいの場

《ノブ嬢＊クラブ》
" ＭＹＰＡＣＥＩＮＰＬＡＩＮＷＡＹ”
《ノブ＊クラブ》は、洋酒とお食事のスタンドです
平は＞ノブ＜ひとりだけ………
含同志心ゆくまでくつろいで戴けたら－
と思っています。もちろん時にはアナタの素敵
なメッチェンもお連れになって下さい。その時は
＞おとなしいノブ．＜になっていますヮ

『．、。奄識．灘鍵篭驚，霧裁鍔鞠鳥鍛鰹錘”
電

裁母:¥朝

鳶雲霞灘塘鍵撚議撫
ＧＩ

鍵鍵鍵議鍵鱗議
出鈎Q Q 蝉伺蝉蝕虻唾

肉鰯８．鍵. 軽蛾.
舟鋸ヒロ

、亀鴬¥・・
鍵噛ざ…霞群

篭

灘
;;蕊鍵議騨

誇鍛…＃

凸温｡ b 再蒋

鱗 鍵
メンノ・ざ一になられたら

＊毎月の会寅は不要です＊毎土曜日はスペシャルサービス……
営業時間Ｐ.Ｍ, 5 : ００～Ａ・Ｍ２:００(ＡＭより魅力音楽を演奏）
ビール付出しつき￥２００その他カバーチャージは一切不要

〃＊ ろ
ノブ＊クラブ( 三輪信枝) ＝ノブ興業株式会社チェーン
神戸市生田区北長狭通り１丁目４Ｉ生田新道

< チエリービル３Ｆ＞ＴＥＬ＜3 9 ＞２１７３
姉妹店お茶漬の店、宮城" 同様可愛がって下さいませ

■

ＯＣＢ加盟店
年中無休

坂上太佳子
9８

神戸市生田区中山手通１丁目１１０
ＰＨＯＮＥ〈３３＞５５４３．７８３１
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②｢ ロシュフォールの恋人たち_ 1 ．

主演は、フランソヮズ．ドルレァ
ックとカトリーヌ・ドヌープで、素
晴らしい恋人にめぐり会える日を夢
見る双生児の姉妹に扮し、溌刺と歌
い踊っています。ジーンヶリーがフ
ランソワズの恋人役に、ジョージ．
チャキリス、ジャック・ペラン、ミ
シェル・ピュリなどが共演という、
大作にふさわしい豪華なキャストで
楽しい夢に満ちあふれた作品です。
●神戸っ子愛読者の方に、ＯＳロー
ドショー劇場特別試写会にご案内い
たします。十日までに、葉書に、住
所、氏名、年令に、「ＯＳロードシ
ョー劇場試写会申し込み」とご記入
の上、神戸っ子編集部へお申込承下
さい｡ 抽選で毎月1 0 名様に特別試写
券をお送りいたします。

;鱗Ｉ

生田区北長侠通２丁目１０
大同ホテル地下
ＴＥＬ⑲８８６３

ヒッピーバッヂが最近若
い人の間で流行している。
金属性のもので、色は
白、ブルー、若草色、うす
茶、ピンク系、オレンヂ。
その上に英語でいろいろな
言葉が書かれている。ブラ
ウス、綿シャツなどスポー
ティーな服につけて楽しめ
る。大中小３種類あって、
値段は5 0 円、1 0 0 円、1 5 0 円
写真は1 5 0 円のバッヂ。（ト
アロード、二芸夢= 調べ）

誇
黙

☆
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
Ｉ
Ｎ
Ｇ

☆ＣＩＮｎＭＡミニミニ神戸っ子

聯" 鍵

☆ＤＲＩＮＫＩＮＧ

スタンドＳＡＭ

》
鶴
鱗

☆カーブを車が曲る時、タイヤが横すべりをして「キ
イッ」という音をたてることがある。
これはカーブでクラッチを切っているか、チェンジ

をニュートラルにして、随力で曲るからである。
自動車レースの基本のコーナーワークに、「スロー

イン、ファストアウト」というのがある。
カーブはゆっくり入って、早く出るということであ

る。カーブにはいる前に、うんとスピードを落して、
カーブにかかったら、ローギアで加速しながら回るよ
うにすることだ。前進力を持ったタイヤは、路面をし
っかりとつかまえて( タイヤのグリップ）くれるので、
タイヤの横すべりする｢ キイッ」という音は消えてしま
う。このような曲り方をすると、遠心力で車が外にふ
り出されることがないので、カーブの事故もなくな
る。

伽１１雲’
『郷1穂Ｉ

☆
Ｄ
Ｒ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
川
口
陽
之

☆アメリカの映画や、テレビを見ていると、歩道の方
から助手席に乗り込んで、スマートに運転席の方へに
じりよって、車をスタートさせている場面がよくあ
る。アメリカでは、せまくて、車のよく通る道は、運
転席側のドアを開けるのを禁じているところがあるの
で、このような乗り方をしているのだ。
日本の普通の道路も、ほとんどが、せまくて、車が

たくさん走っている。そんなところで、外側のドアを
開けることは、危険きわまりない。先日も、神戸市内
で右側のドアを開けて降りようとしたところに単車が
当り、即死事故が起きている。
左側のドアを開けて、助手席側から乗り込承、お尻

をにじらせてハンドルの下に寄るぐらいは、２，３度
練習すれば、誰でもすぐできる。降りる時も、助手席
側から降りよう。

戸

9９

☆ＴＲＡＶＥＬ 観光地では、ザルツプルグを訪
れるのが一番楽しふだとか。子供の時の美しい記憶をた
どって、モーツァルトの誕生地ザルツブルグをまわって
承たいという。
単なる観光旅行ではなくその土地の人との心の交流を

通じて、自分の記憶にとどめたいと語る。
ロンドン滞在は三カ年の予定で、まずイングリッシュ

ランケージ・スクールで承っちり英語を習い、それから
好きな勉強をやりたいと目を輝かせていた。

⑬女一人ロンドンへ
８月1 8 日横浜港から、ロンドン

へ向って出発した神戸の女性がい
る。
小川淳子さん( 2 2 才) で、ＪＴＢ

の募集した旅行団に加わり、横浜
一ナホトカーハパロフスク
ーイルクーックとまわり、そこ
から飛行機でモスクワへ。モスク
ワで３泊した後、国際列車でウィ
ーンへ行き、そこでＪＴＢは解
散。それから勇敢にも一人旅。ザ
ルツプルグ、チューリヒ、パリ、
をまわり、ロンドン着は９月1 0 日
の予定。

店内には常に生花が括けられ、美
人のママがシェーカーを振ってく
れ、カウンターのなかのメンバーは
女性だけとくれば楽しくなる。さる
７月1 3 日開店と、新しい店だが、マ
マの高森郁子さんはムーンライトに
九年間勤めたとあって客筋もよく、
はやくも大盛況。三宮・金剛山浜側
の筋を西に入ってニツ目の筋の角に
ある大同ホテル地下に五軒のクラブ
やスタンドがある。スタンドミＳＡ
Ｍ= はそのなかにある。どっしりと
重い扉、ほどよい間接照明に映える
室内は天井、壁、カウンター、洋酒
棚にいたるまですべて黒のトーンで
統一、８人掛けとせまい室内のわり
に落ち着いて、広く感じさせる。店
の名も映画｢ 地下鉄サム｣ からとった
とあって目にうつるものがすべて
粋。三女性だけで、家庭の延長にな
るような親しまれるかわいい店〃に
とI まママの言葉｡ ビール( 2 5 0 円) ハイ
ーポル( 3 0 0 円）ジソフイズ( 4 0 0 円）
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に
離
神
し
て
い
っ
た
。

☆
シ
ア
ト
ル
学
生
団
来
神

☆
花
柳
芳
恵
一
子

千
石
船
参
の
模
型
を
送
っ
た
。
７
．
．
．
弓
Ｊ
念
『
と
一
ｆ
で
フ
ネ
☆
花
柳
芳
恵
一
子

そ
の
前
に
、
見
事
に
完
成
さ
神
戸
港
と
姉
妹
港
提
携
を
結
初
の
リ
サ
イ
タ
ル
に
天
守
物
語

れ
た
参
北
前
千
石
船
雲
の
船
お
る
ん
で
い
る
シ
ア
ト
ル
と
の
間
で
神
戸
女
流
邦
舞
界
の
重
鎮
花

し
式
が
、
七
月
二
十
五
日
午
後
毎
年
行
な
っ
て
い
る
交
歓
学
生
柳
芳
一
師
の
愛
娘
花
柳
芳
恵
一

二
時
か
ら
市
役
所
三
階
大
会
議
団
の
一
行
九
名
が
、
今
年
も
来
子
さ
ん
が
、
九
月
三
十
日
に
神

室
で
、
市
長
、
助
役
、
港
湾
局
神
し
た
。
戸
国
際
会
館
大
ホ
ー
ル
で
、
初

長
ら
関
係
者
の
出
席
の
も
と
に
一
行
は
ロ
バ
ー
ト
．
Ｈ
・
テ
の
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
く
Ｐ

行
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
は
、
シ
イ
ト
夫
妻
と
、
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
神
戸
開
港
百
年
、
兵
庫
県
政

ア
ト
ル
か
ら
、
だ
輪
の
柱
時
計
の
学
生
七
名
で
、
七
月
二
十
八
百
年
の
期
に
ふ
さ
わ
し
い
演
物

が
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
か
ら
銀
製
の
日
、
午
後
九
時
二
十
分
、
別
府
で
新
作
に
泉
鏡
花
原
作
・
駒
井

☆
姉
妹
港
へ
の
贈
り
物
に
船
が
神
戸
に
贈
ら
れ
て
い
た
の
鐸
鐸
識
識
》
識
鐸
鐸
鐸
鐸
瞬
鍔

参
北
前
千
石
船
雲
に
対
す
る
贈
り
物
。
航
路
で
中
突
堤
に
到
着
。
七
月

今
年
開
港
百
年
を
迎
え
た
神
。
北
前
千
石
船
雪
は
、
江
戸
時
十
五
日
に
東
京
へ
着
い
て
か
ら

戸
港
が
、
五
月
十
五
日
に
行
な
代
北
陸
や
東
北
方
面
か
ら
の
物
日
光
、
鎌
倉
、
伊
勢
、
京
都
、

っ
た
神
戸
開
港
百
年
祭
の
行
事
資
を
積
ん
で
日
本
海
を
西
に
と
別
府
な
ど
日
本
各
地
を
観
光
の

の
一
つ
と
し
て
、
世
界
で
も
は
り
、
下
関
を
う
回
し
て
瀬
戸
内
後
、
神
戸
に
到
着
し
た
も
の
。

じ
め
て
と
い
う
姉
妹
港
提
携
を
海
を
通
り
、
兵
庫
大
阪
へ
入
港
七
名
の
学
生
は
、
神
戸
市
の

シ
ア
ト
ル
港
と
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
し
た
船
の
こ
と
。
今
度
贈
ら
れ
こ
家
庭
に
、
前
半
、
後
半
に
分

港
と
の
間
に
結
ん
だ
こ
と
は
周
た
模
型
は
、
西
宮
市
に
住
む
船
れ
て
分
宿
し
、
日
本
の
生
活
を

知
の
と
お
り
だ
が
、
神
戸
市
で
大
工
、
野
田
房
吉
さ
ん
が
製
作
八
月
六
日
の
離
神
ま
で
十
日
間

は
、
こ
の
ほ
ど
両
市
に
雲
北
前
し
た
も
の
で
、
実
物
の
一
一
十
五
に
わ
た
り
経
験
し
た
。
そ
の
間

写真は､ ､ 北前千石船" の模型

分
の
一
の
大
き
さ
。
（
長
さ
市
庁
舎
訪
問
、
市
内
観
光
、
宝

一
瞬
三
十
謡
、
高
さ
一
脳
三
十
塚
大
劇
場
で
の
観
劇
、
合
同
キ

窓
、
幅
六
十
志
。
）
ヤ
ン
プ
交
歓
会
、
そ
し
て
、
国
際

シ
ア
ト
ル
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
会
館
大
ホ
ー
ル
で
の
雲
神
戸
市

両
市
で
行
な
わ
れ
た
提
携
式
に
少
年
団
歓
迎
の
つ
ど
い
霊
が
行

は
宮
崎
助
役
、
有
岡
助
役
が
出
な
わ
れ
、
神
戸
の
生
活
に
も
す

席
雲
北
前
千
石
船
霊
は
海
を
わ
た
つ
か
り
馴
れ
、
有
意
義
な
十
日

っ
て
親
善
の
役
目
を
立
派
に
果
間
を
過
し
た
一
行
は
、
八
月
六

し
た
。
日
午
前
九
時
、
名
残
り
惜
し
げ

１
１００

誕
生
日

あ
り
が
と
う

運
動

鵬
二
第
三
回
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

の
つ
ど
い
房

今
年
も
精
神
薄
弱
者
愛
護
月
間
の
九

月
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
九
月

に
は
全
国
的
に
さ
ま
ざ
ま
の
行
事
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
部
で
も
富
第

三
回
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
の
つ
ど

い
声
を
開
く
こ
と
に
な
り
、
そ
の
要
項

が
決
定
し
ま
し
た
。

○
円
時
昭
和
四
十
二
年
九
月
十
七
日

（
日
）
十
二
時
三
十
分
開
場

○
会
場
兵
販
県
挫
業
会
館
大
ホ
ー
ル

（
五
階
）
定
員
六
○
○
名

○
講
師
滋
賀
県
立
近
江
学
園
長
糸
賀

一
雄
氏

○
プ
ロ
グ
ラ
ム

△
精
薄
問
題
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
た
め
に
Ｉ
展
示
会
、
即
売
会

（
十
二
時
三
十
分
’
十
三
時
三
十

分
）・

児
童
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

・
精
薄
問
題
パ
ネ
ル
展
コ
ー
ナ
ー

・
即
売
会

△
運
動
の
つ
ど
い
（
十
三
時
三
十
分

’
十
六
時
三
十
分
）

・
開
会
の
あ
い
さ
つ

・
メ
ッ
セ
ー
ジ

・
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
の
経

過
報
告

・
映
画
「
残
さ
れ
た
子
ら
」
重
症

心
身
障
害
児
対
策
（
西
独
ベ
テ

ル
の
．
Ｅ
－
１
紹
介
）
Ｎ
Ｈ
Ｋ

厚
生
文
化
事
業
団
提
供

・
識
浪
近
江
学
園
長
糸
賀
一

雄
氏

・
閉
会
の
あ
い
さ
つ

○
王
催
誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動

○
後
援

兵
庫
県
、
神
戸
市
他
十
団
体

○
協
賛

神
戸
市
婦
人
団
体
協
議
会
他
十
八
団

体テ
ー
マ
は
「
精
神
薄
弱
児
（
者
）
の
福

祉
対
策
を
承
ん
な
で
進
め
よ
う
」
で

す
。
本
部
で
は
、
染
な
さ
ま
方
の
あ
た

た
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
ご
連
絡
は
、

神
戸
市
長
田
区
前
原
町
一
ノ
ー

神
戸
市
立
室
内
小
学
校

（
的
）
○
九
一
七
・
○
九
一
八
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鍵

溌
蕊

義
之
脚
色
・
今
藤
政
太
郎
作

曲
・
花
柳
芳
次
郎
振
付
の
〃
天

守
物
語
″
と
取
り
組
む
。
「
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
妖
怪
変
化
の
鏡

花
の
世
界
に
、
魅
か
れ
て
い
た

の
で
す
が
、
県
政
百
年
を
機
に

思
い
切
っ
て
演
っ
て
承
よ
う
と

決
心
し
ま
し
た
。
で
き
れ
ば
毎

年
リ
サ
イ
タ
ル
を
続
け
て
開
き

た
い
の
で
す
。
」
と
亀
姫
を
演
じ

る
芳
恵
一
子
さ
ん
は
、
確
実
な

技
価
と
華
や
か
さ
、
メ
リ
ハ
リ

の
き
い
た
舞
い
で
フ
ァ
ン
も
多

い
女
流
の
ホ
ー
プ
だ
。
ま
た

「
港
」
は
、
駒
井
義
之
作
詞
・
清

元
梅
吉
作
曲
・
芳
恵
一
子
振
付

の
神
戸
港
を
テ
ー
マ
に
し
た
素

踊
り
。
古
典
は
「
船
弁
慶
」
を

弁
慶
・
実
川
延
若
、
義
経
・
花

柳
芳
次
郎
、
静
・
知
盛
を
芳
恵

一
子
の
配
役
。
「
松
竹
梅
」
楽

瞳
。
芳
一
「
老
松
」
は
福
原
検

番
の
名
取
り
が
揃
う
。
以
上
五

曲
が
、
午
後
三
後
’
八
時
ま
で

に
く
り
開
げ
ら
れ
る
。
一
時
半

’
二
時
半
ま
で
「
天
守
物
語
」

の
舞
台
稽
古
に
老
人
ホ
ー
ム
を

陸
百
店
会
だ
よ
り
座

☆
婦
人
服
飾
の
店
ニ
ベ
ー
ー
ヤ
ニ
で
は
、

七
月
二
十
日
午
後
六
時
半
よ
り
、
国
際

会
館
大
ホ
ー
ル
で
「
雪
ｌ
露
年
秋
冬
の

創
作
発
表
会
、
ベ
ニ
ヤ
・
セ
レ
モ
ニ
ー

」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
一
一
門
○
偉
口
岨
串
の
、
陣
ぐ
巴

吊
○
周
忌
①
○
○
﹈
﹈
の
巳
色
ｐ
ご
と
し
て
、
フ

ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
の
数
凌
を
学
生
グ
ル
ー

プ
が
歌
い
、
そ
の
間
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
行
な
っ
た
も
の
。
会
場
は
若

者
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
。
モ
デ
ル
の
着
こ

な
し
た
一
重
Ｉ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
、
あ

ち
こ
ち
で
た
め
息
と
さ
さ
や
き
が
も
れ

て
い
た
。

☆
第
一
期
工
事
の
完
成
を
急
い
で
い
た

さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
で
は
、
九
月
一
日
か

ら
新
し
い
お
店
が
た
く
さ
ん
進
出
し
ま

す
。
百
店
会
の
店
で
も
〃
亀
の
井
亀
井

堂
″
〃
本
高
砂
星
″
〃
寿
本
舗
″
〃
雁

治
郎
飴
本
舗
″
〃
ユ
ー
ハ
イ
ム
・
コ

ン
フ
ェ
ク
ト
〃
の
各
店
が
新
し
く
さ
ん

ち
か
に
九
月
一
日
よ
り
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
従
来
の
各
本
店
・
支
店
同
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
た
〃
風
月
堂
″
で
は
、
今
ま
で
の

お
店
が
移
店
、
新
装
開
店
い
た
し
ま
す

場
所
は
九
月
一
日
よ
り
オ
ー
プ
ン
す
る

「
さ
ん
ち
か
サ
テ
ス
タ
」
の
前
で
、
「
夙

月
堂
さ
ん
ち
か
茶
寮
」
で
す
。
お
買
物

を
済
ま
せ
て
、
ひ
と
体
ふ
し
て
は
い
か

が
？〃

ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
〃
は
移
店
し
て
今

ま
で
の
”
同
月
堂
″
の
場
所
へ
。
ま
た

〃
長
崎
堂
本
店
″
も
お
店
を
拡
張
し
て

お
目
見
え
し
ま
す
。

ス
ィ
ー
ッ
タ
ゥ
ン
に
ご
期
待
を
〃
．

☆
東
京
・
白
木
屋
に
進
出
し
て
い
る

″
元
町
バ
ザ
！
〃
〃
｜
永
田
良
介
商
店
″

″
ヨ
シ
オ
カ
〃
″
セ
リ
ザ
ワ
〃
″
神
戸

シ
ャ
ツ
〃
〃
ウ
ネ
〃
で
は
、
九
月
四
、

五
日
の
二
日
間
、
東
京
・
ヒ
ル
ト
ソ
ホ

テ
ル
で
開
か
れ
る
、
白
木
屋
、
東
横
百

貨
店
共
催
の
展
示
会
に
、
秋
も
の
を
出

品
し
ま
す
。
展
示
会
で
は
、
神
戸
の
お

店
ば
か
り
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
東

京
の
お
客
様
に
見
て
い
た
だ
き
単
す
。

☆
″
神
戸
シ
ャ
ツ
〃
で
は
、
九
月
九
、

十
日
午
前
十
時
ｌ
午
後
七
時
ま
で
国
際

会
館
二
階
で
〃
秋
も
の
、
冬
も
の
の
ワ

イ
シ
ャ
ツ
地
新
作
展
示
会
〃
を
行
い
ま

す
。
注
文
も
承
り
ま
す
の
で
ど
う
ぞ
。

招
待
す
る
。

九
月
初
め
に
は
芳
一
、
芳
恵

一
子
を
後
援
す
る
会
が
会
長
砂 花柳芳恵一子さんの後援会の集り

１
１０１

田
重
臣
、
顧
問
百
崎
辰
雄
な
ど

に
よ
っ
て
発
足
し
た
。
当
日
の

切
符
は
千
五
円
神
戸
市
内
各
プ

レ
イ
ガ
イ
ド
、
神
戸
新
聞
文
化

事
業
局
⑳
四
一
二
一
で
扱
う
。

☆
エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
練
習
は

い
か
が
？

こ
こ
数
年
来
、
何
ら
か
の
楽

器
を
演
奏
し
て
楽
し
む
と
い
う

の
が
、
一
つ
の
ブ
ー
ム
に
ま
で

な
っ
て
き
て
い
る
。
な
か
で
も

一
つ
の
楽
器
で
リ
ズ
ム
、
メ
ロ

デ
ィ
ー
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
い
う

音
楽
の
三
要
素
が
生
み
出
せ
、

し
か
も
そ
れ
が
た
っ
た
一
人
で

演
奏
で
き
る
と
あ
っ
て
、
エ
レ

ク
ト
ー
ン
の
人
気
は
急
上
昇
。

各
地
の
楽
器
店
で
、
す
で
に

練
習
教
室
が
設
け
ら
れ
、
十
年

と
い
う
浅
い
歴
史
の
中
で
、
着

々
と
そ
の
良
さ
を
発
揮
し
て
き

て
い
る
。

そ
ん
な
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
、

気
軽
に
楽
し
め
る
サ
ロ
ン
が
三

宮
セ
ン
タ
ー
街
の
ス
タ
イ
ル
ビ

ル
五
階
に
で
き
て
話
題
を
集
め

て
い
る
。

〃
ヤ
マ
ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ

ロ
ン
〃
が
そ
れ
で
、
い
わ
ゆ
る

蕊

繍繍i議議；

蕊
骸
蕊
鞍
驚
燕
蕊
蕊
溌
溌
難
駕
鐸
謬
隷
蓋

可⑫9 年や

雲
蕊
戦
麹
瀦

写真はエレクトーンの練習風景

教
室
と
い
う
形
で
な
く
、
あ
く

ま
で
サ
ロ
ン
と
し
て
出
発
し
た

の
は
、
全
国
で
も
初
め
て
で
、

し
か
も
一
つ
だ
け
と
い
う
ユ
ニ

ー
ク
な
も
の
。

五
台
の
エ
レ
ク
ト
ー
ン
が
所

狭
し
と
並
び
、
レ
シ
ー
バ
ー
を

つ
け
た
会
員
が
楽
し
そ
う
に
弾

い
て
い
る
の
が
印
象
的
。
学
生

主
婦
、
Ｏ
Ｌ
、
そ
し
て
男
性
の

数
が
多
い
の
も
特
長
で
あ
る
。

去
年
六
月
に
開
い
て
以
来
、
会

員
数
は
二
百
名
を
超
え
、
催
し

物
、
集
い
、
模
範
演
奏
の
鑑
賞

な
ど
、
サ
ロ
ン
と
し
て
の
特
典

を
大
い
に
生
か
し
て
い
る
。
ま

た
昨
年
九
月
か
ら
は
教
室
も
併

設
。
幼
児
か
ら
六
十
才
ま
で
の

幅
広
い
年
代
層
に
親
し
ま
れ
て

い
る
。ヤマ

ハ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
サ
ロ

ン
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑲
’
八
八
○
七

☆
の
じ
ぎ
く
文
庫
「
レ
ジ
ャ
ー

の
兵
庫
県
」
発
刊

の
じ
ぎ
く
文
庫
か
ら
こ
の
ほ

ど
兵
庫
県
内
の
い
ろ
い
ろ
な
レ

ジ
ャ
ー
を
一
括
し
た
「
レ
ジ
ャ

ー
の
兵
庫
県
」
が
出
版
さ
れ
た
。

内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
兵
庫
県
内
で
あ
げ
ら
れ
る

錘癖篭琴宇懲．：霊園苧革顎禦鎧ｉ
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レ
ジ
ャ
ー
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
各
所
で
、
静
か
に
レ
ジ
ャ
ー
を
て
い
る
。

網
羅
し
て
い
る
。
八
旅
Ｖ
八
味
楽
し
む
の
も
上
手
な
や
り
方
だ
作
者
・
紙
屋
五
平
氏
も
い
わ

Ｖ
八
遊
Ｖ
と
分
け
て
、
八
旅
Ｖ
ろ
う
。
そ
ん
な
意
味
で
も
必
携
れ
て
い
る
よ
う
に
「
と
か
く
時

の
項
で
は
、
た
と
え
ば
ド
ラ
イ
の
害
と
い
え
る
。
（
お
申
し
込
み
代
の
進
歩
と
と
も
に
、
青
少
年

ブ
、
釣
、
温
泉
、
史
跡
と
文
化
は
、
神
戸
新
聞
会
館
内
の
じ
ぎ
の
正
し
い
精
神
教
育
の
場
が
不

財
、
祭
、
山
と
高
原
な
ど
な
ど
く
文
庫
へ
）
足
し
つ
つ
あ
る
」
今
口
、
こ
の

八
味
Ｖ
の
項
で
は
、
神
戸
の
味
☆
新
時
代
の
メ
ル
ヘ
ン
『
に
つ
書
が
発
刊
さ
れ
た
こ
と
は
青
少

覚
散
歩
、
阪
神
あ
ま
カ
ラ
、
淡
ぼ
ん
・
あ
ら
び
あ
ん
・
な
い
年
は
も
と
よ
り
、
渇
い
た
大
人

路
舌
栗
毛
、
丹
羽
う
ま
い
も
の
と
」
第
一
巻
発
刊
さ
る
の
心
を
も
充
分
潤
し
て
く
れ
る

但
馬
の
味
覚
、
播
磨
の
味
の
小
日
本
の
秀
れ
た
鶴
話
や
、
伝
も
の
と
思
わ
れ
る
。

旅
行
、
兵
庫
県
駅
弁
一
覧
な
ど
。
説
を
た
ど
っ
て
、
神
秘
的
な
ロ
ま
た
貝
原
六
一
氏
の
表
紙
、

八
遊
Ｖ
で
は
、
運
動
場
、
遊
マ
ン
を
創
造
し
よ
う
と
、
紙
屋
さ
し
絵
、
カ
ッ
ト
も
こ
の
本
に

園
地
に
始
ま
っ
て
、
乗
馬
、
ス
五
平
氏
が
試
ゑ
て
い
る
メ
ル
ヘ
い
っ
そ
う
の
詩
情
を
そ
え
て
い

ケ
ー
ト
、
プ
ー
ル
、
海
水
浴
場
ン
「
に
つ
ぼ
ん
・
あ
ら
び
ん
あ
る
。
な
お
こ
の
一
‐
に
つ
ぼ
ん
・

ス
キ
ー
、
ゴ
ル
フ
、
ア
ー
チ
ェ
リ
・
な
い
と
」
の
第
一
巻
曇
首
な
あ
ら
び
あ
ん
・
な
い
と
Ｌ
は
第

－
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
な
ど
、
し
王
子
編
診
が
こ
の
ほ
ど
発
刊
十
巻
ま
で
刊
行
さ
れ
る
予
定
。

懇
切
丁
寧
で
あ
る
。
さ
れ
た
。
１
．
く
り
書
房
刊
五
八
○
円

い
わ
ゆ
る
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ
ク
日
本
を
舞
台
に
し
た
、
新
し

は
数
多
く
州
版
さ
れ
て
い
る
が
い
童
話
作
り
の
素
材
を
、
歴
史

兵
庫
県
内
で
楽
し
め
る
さ
ま
ざ
上
ま
だ
ま
だ
疑
問
と
も
く
さ
れ

ま
の
レ
ジ
ャ
ー
が
、
ひ
と
ま
と
る
作
者
の
故
郷
、
越
前
・
福
井

め
に
さ
れ
て
刊
行
さ
れ
た
の
は
県
に
求
め
、
参
首
な
し
王
子
参
を

珍
し
い
。
ま
た
ま
だ
ま
だ
観
光
は
じ
め
雪
飛
弾
の
夷
守
参
参
赤
岳

客
に
知
ら
れ
て
い
な
い
県
内
の
の
風
人
診
な
ど
十
重
編
を
収
め

時計花

繕
ま
と
ま
り
の
よ
さ

「
神
戸
っ
て
い
う
と
こ
ろ
は
鯛
万
と
、
と
め
ど
も
な
く

ヤ
ク
ザ
的
団
結
力
を
も
っ
た
広
が
っ
て
い
る
都
市
、
大
阪

集
団
に
な
り
よ
る
」
Ｉ
・
東
京
で
ほ
ど
う
し
ょ
う
も

な
る
ほ
ど
、
こ
れ
は
い
い
な
い
。

得
て
妙
。
大
阪
の
人
は
ほ
と
こ
ん
な
利
点
は
大
い
に
活

・
ん
ど
神
戸
の
性
格
も
何
も
知
用
す
れ
ば
い
い
こ
と
だ
と
思

ら
ず
に
い
っ
て
し
ま
っ
た
ん
う
。
や
け
に
大
き
く
な
っ
て

だ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
神
戸
に
し
ま
っ
た
東
京
・
大
阪
で
は

は
そ
ん
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
ひ
つ
く
り
返
っ
て
も
剛
来
な

神
戸
に
い
た
の
で
は
あ
ま
い
こ
と
が
神
戸
で
は
簡
単
に

神
戸
の
あ
る
若
手
の
経
済
り
気
づ
か
な
い
が
、
ヤ
ク
ザ
ま
と
め
ら
れ
る
。

人
団
体
は
全
国
的
に
も
そ
の
的
と
い
う
の
は
余
分
だ
が
、
神
戸
よ
い
と
こ
、
に
す
る
一

行
動
力
は
抜
群
で
あ
る
と
高
神
戸
の
ま
と
ま
り
の
よ
さ
は
た
め
に
こ
の
害
ま
と
ま
り
の
一

一
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
の
特
色
だ
と
い
っ
て
よ
さ
参
を
フ
ル
に
生
か
す
こ
》

ｌ
こ
れ
を
評
し
て
、
や
も
い
い
．
と
が
、
神
戸
ら
し
い
町
づ
く
一

一
は
り
同
じ
団
体
の
大
阪
人
が
〃
ま
と
ま
り
の
よ
さ
″
は
地
り
に
ち
ゃ
ん
と
つ
な
が
っ
て
一

や
つ
か
拳
半
分
で
い
っ
た
。
の
利
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。
く
る
だ
ろ
う
。
（
Ｙ
）
一

☆
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ

や

I醗鐘
１
１
１
た
て
な
い
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

「
あ
－
、
も
う
た
て
な
く
な
っ
ち
ゃ

っ
た
ｉ
」

炎
天
下
、
ゴ
ル
フ
・
コ
ー
ス
は
十
六

番
の
テ
ィ
・
グ
ラ
ン
ド
の
出
来
ご
と
。

か
ね
が
ね
女
性
づ
れ
で
ポ
イ
ン
ポ
イ

ソ
の
な
が
め
を
楽
し
み
な
が
ら
ま
わ
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
Ｈ
君
と
Ｙ
君
。
こ

ん
な
に
早
く
パ
テ
ら
れ
る
と
は
、
や
っ

ぱ
り
お
荷
物
か
、
パ
チ
が
あ
た
っ
た
か

と
お
そ
れ
る
。

「
ど
う
し
た
ん
で
す
か
」

「
パ
テ
た
ん
で
す
か
、
歩
け
ま
せ
ん

か
」彼

女
は
歩
け
る
ど
こ
ろ
か
、
立
て
な

い
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の
く
せ
、
顔
色

が
悪
い
わ
け
で
も
な
く
、
パ
テ
て
る
様

子
も
な
い
。
一
一
ヤ
ニ
ャ
人
を
く
っ
た
顔

で
「
あ
か
ん
わ
、
た
て
な
い
ん
よ
’
」
の

く
り
か
え
し
。
象
か
ね
た
キ
ャ
デ
ィ
さ

ん
と
コ
ソ
コ
ソ
。
突
然
ア
ハ
・
・
…
…
・
・

夏
は
汗
を
か
く
。
ス
ラ
ッ
ク
ス
の
中

だ
っ
て
同
じ
こ
と
。
ゆ
と
り
の
な
い
、

ピ
ッ
タ
リ
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
で
芝
生
の
上

に
す
わ
る
、
ネ
、
汗
で
ピ
ッ
タ
リ
ケ
ッ

ァ
ッ
に
す
い
つ
い
て
い
る
も
の
を
、
シ

ョ
ッ
ト
し
よ
う
と
し
て
動
い
た
ト
ク
ン

ネ
、
マ
タ
シ
タ
三
セ
ン
チ
か
ら
下
に
む

け
て
、
風
通
し
が
よ
く
な
っ
た
と
い
う

わ
け
。
コ
ー
ス
の
ど
真
中
、
ひ
く
に
ひ

か
れ
ず
、
エ
－
ま
ま
よ
、
チ
ラ
リ
チ
ラ

リ
を
楽
し
承
な
が
ら
、
Ｈ
君
、
Ｙ
君
、
い

ん
ぎ
ん
に
同
行
願
う
こ
と
に
な
っ
た
。

（
と
ん
が
ら
し
）
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御
商
談
・
同
窓
会
・
御
宴
会
・
囲
碁
会
．

篭謹騨溌

I残護篇
1塁
、申
ｉｆし
隻上
廷げ
丈ま
完す
富Ⅲ
癖
遮脅

円

神戸中山手
臣司7 ８３６．７８４６

| 叩■■■■皿

閑
静美観岩風

呂

’
1０３

マ
ー
ジ
ャ
ン
に
御
利
用
下
さ
い
一

■Ｐ

リ
ン
ゴ
酢
と
蜂
蜜
で

腕
を
ふ
る
っ
た

新
し
い
〃
味
〃

こ
の
お
い
し
さ
が

美
容
と
健
康
に
プ
ラ
ス
し
ま
す

神戸三富生田ノ社ノ西

鰯, ､ 久手
電話・三の宮⑳０９３５
１１１１
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- 戸

結
婚
特
集
〈
２
〉
コ
ン
ト

あ
あ
結
婚

春
木
一
夫

え
・
青
木
一
夫

「
二
十
一
で
す
ね
。
会
社
に
勤
め
て
ま
す
よ
」

「
う
ち
の
娘
は
大
学
だ
。
と
こ
ろ
で
ど
う
か
な
。
娘
を
手
放
す
気

は
な
い
か
ね
」

「
娘
に
や
り
た
く
て
、
う
ず
う
ず
し
て
い
る
ん
で
す
。
あ
と
二

人
。
二
つ
ず
つ
違
い
の
あ
る
娘
が
い
ま
す
か
ら
ね
」

新
吉
は
恋
愛
能
力
な
ど
な
い
長
女
の
こ
と
を
思
い
出
し
、
笹
谷

の
話
に
、
さ
っ
そ
く
く
い
つ
い
た
。

「
好
き
な
男
で
も
つ
く
っ
て
、
駈
け
落
ち
で
も
し
て
く
れ
る

と
、
楽
な
ん
で
す
が
ね
」

「
支
度
な
ど
、
そ
う
心
配
し
な
く
た
っ
て
い
い
よ
。
実
は
な
、

お
れ
の
後
輩
で
、
い
い
の
が
い
る
ん
だ
。
東
大
を
出
て
、
三
級
職

試
験
に
合
格
。
今
見
習
い
を
や
っ
て
る
ん
だ
が
ね
。
将
来
は
局
長

か
総
監
ぐ
ら
い
に
な
る
や
つ
だ
。
君
の
果
せ
な
か
っ
た
夢
を
、
娘

婿
で
遂
げ
て
見
る
気
は
な
い
か
ね
」

「
そ
り
や
願
っ
た
り
か
な
っ
た
り
で
す
な
。
今
夜
は
大
い
に
飲
み

ま
し
ょ
う
か
な
」

「
す
ぐ
、
写
真
を
送
っ
て
く
れ
よ
」

二
人
は
ガ
ラ
ス
の
コ
ッ
プ
を
打
ち
あ
っ
た
。

翌
日
、
超
特
急
「
光
」
号
の
中
で
、
新
吉
は
昨
夜
の
話
を
反
す

う
し
た
。
東
大
卒
、
花
や
か
な
前
途
を
嘱
目
さ
れ
て
い
る
青
年
が

い
る
。
そ
れ
に
配
す
る
に
高
校
卒
。
そ
れ
も
大
し
て
頭
の
切
れ
る

１
１０４

１

た
そ
が
れ
時
で
あ
る
。
新
宿
駅
の
前
は
、
ネ
オ
ン
の
花
が
開
こ

う
と
し
て
い
た
。
亀
山
新
吉
は
宿
に
帰
ろ
う
と
し
て
、
歩
道
で
信

号
の
変
わ
る
の
を
待
っ
て
い
た
。
信
号
機
が
変
わ
ろ
う
と
し
た

時
、
急
に
う
し
ろ
か
ら
、
合
オ
ー
バ
ー
の
肩
を
叩
か
れ
た
。
振
り

か
え
る
と
、
笹
谷
亮
三
が
堂
交
た
る
姿
勢
で
立
っ
て
い
る
。

「
い
つ
東
京
へ
出
て
き
た
ん
だ
」

「
二
、
三
日
の
出
張
で
し
て
ね
」

「
五
年
ぶ
り
だ
。
晩
飯
で
も
一
緒
に
く
う
か
」

「
い
い
で
す
ね
。
丁
度
ひ
ま
で
す
か
ら
」

話
は
す
ぐ
成
立
し
、
二
人
は
並
ん
で
歩
き
出
し
た
。
新
吉
は
神

戸
に
本
社
の
あ
る
機
械
会
社
の
総
務
課
長
を
し
て
い
る
。
笹
谷
は

新
吉
が
警
察
に
勤
め
て
い
た
時
の
上
司
で
、
現
在
は
警
察
大
学
校

の
教
頭
だ
。
新
吉
は
巡
査
か
ら
警
部
補
に
な
り
、
転
身
し
て
現
在
の

会
社
へ
入
っ
た
。
笹
谷
は
東
大
卒
高
文
出
身
の
エ
リ
ー
ト
だ
か

ら
、
す
ぐ
警
視
と
な
り
、
今
で
は
警
察
官
と
し
て
最
高
の
位
で
あ

る
警
視
監
に
な
っ
て
い
る
。
将
来
は
警
視
総
監
に
は
な
る
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
て
い
る
ほ
ど
だ
。
二
人
は
年
令
が
一
緒
だ
っ
た
か
ら
、

階
級
の
差
を
除
外
し
て
、
在
職
中
は
親
し
く
し
て
い
た
。

「
娘
さ
ん
は
大
き
く
な
っ
た
ろ
う
」

す
し
屋
の
と
ま
り
木
に
腰
か
け
る
と
、
笹
谷
が
ビ
ー
ル
の
コ
ッ

プ
を
進
め
た
。
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娘
で
は
な
い
。
釣
り
合
い
が
、
ど
う
も
取
れ
に
く
い
よ
う
な
気
が

し
た
。
庶
民
の
娘
と
し
て
育
て
た
長
女
が
、
内
務
官
僚
の
主
流
の

中
に
入
っ
て
い
く
。
男
女
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
、
適
当
な
相
手
方

で
は
な
い
。
そ
れ
に
、
娘
が
ど
う
返
事
を
す
る
か
…
。
彼
ほ
は
じ

め
て
、
世
代
の
違
う
も
の
に
対
す
る
結
婚
の
場
に
立
た
さ
れ
、
そ

れ
ま
で
他
人
事
だ
と
軽
く
あ
し
ら
っ
て
い
た
も
の
が
、
重
い
責
任

感
を
も
っ
て
の
し
か
か
っ
て
く
る
こ
と
に
、
狼
狽
を
感
じ
て
い
た

テ
ー
ブ
ル
の
前
で
、
何
か

る
と
、
ピ
タ
リ
ロ
を
つ
ぐ

に
し
て
遊
び
に
く
る
酒
屋

か
け
て
不
在
だ
っ
た
。

か
り
の
よ
い
父
親
ほ
ど
、

と
い
う
こ
と
で
す
が
」

椅
子
に
す
わ
る
な
り
、

次
女
が
質
問
し
て
き
た
。

戦
中
派
に
属
す
る
新
吉

た
ち
は
、
世
上
物
わ
か
り

の
よ
い
人
種
で
通
っ
て
い

る
。ｌ

ほ
ほ
‐
ん
．
お
れ

の
こ
と
を
い
っ
て
る
の
だ

な
…
…
。

ふ
と
見
る
と
、
直
原
と

い
う
青
年
と
長
女
が
、
き

ち
ん
と
腰
を
か
け
、
緊
張

し
た
顔
つ
き
を
し
て
い

る
。
彼
は
一
瞬
に
し
て
、

洞
察
し
た
。
二
人
は
ど
う

や
ら
、
何
か
あ
っ
た
ら
し

い
。
い
い
に
く
い
も
の
だ

か
ら
、
妹
た
ち
の
応
援
を

頼
ん
だ
も
の
の
よ
う
だ
。

先
ほ
ど
の
話
は
、
彼
に
対

す
る
攻
略
法
の
布
石
ら
し

い
。「

多
分
そ
う
だ
ろ
う

な
。
身
の
上
相
談
を
し
て

い
る
人
が
、
息
子
の
不
良

化
で
相
談
を
し
に
、
わ
た

し
の
と
こ
ろ
へ
や
っ
て
ぎ

５
１
０
１

鍵

２

家
に
帰
る
と
、
一
一
一
人
の
娘
た
ち
が
、
テ
ー
尋
一

を
話
し
合
っ
て
い
た
。
が
、
彼
を
認
め
る
と
、

ん
だ
。
三
月
ほ
ど
前
か
ら
隔
日
の
よ
う
に
し
一

の
青
年
も
い
る
。
妻
は
夜
の
会
合
に
出
か
け
一

「
お
父
さ
ん
。
ど
う
思
い
ま
す
？
も
の
わ
か
り
（

娘
が
結
婚
す
る
時
は
、
が
ん
こ
に
な
る
と
い
》
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た
こ
と
が
あ
る
。
人
間
は
自
分
の
こ
と
と
な
る
と
、
エ
ゴ
イ
ス
ト

に
な
る
の
が
普
通
だ
な
」

「
お
父
さ
ん
だ
っ
た
ら
、
娘
に
好
き
な
人
が
で
き
た
ら
、
素
直
に

そ
れ
を
認
め
ま
す
か
」

「
い
や
、
そ
れ
よ
り
も
、
東
京
で
い
い
話
し
を
聞
い
て
き
た
ん

だ
」新

吉
は
い
た
づ
ら
っ
ぽ
く
笑
っ
て
、
笹
谷
か
ら
聞
い
た
話
を
、

娘
た
ち
に
告
げ
た
。

長
女
と
直
原
の
顔
色
が
、
青
ざ
め
て
い
っ
た
。
彼
は
わ
ざ
と
、

そ
れ
を
無
視
し
た
。

「
い
い
話
だ
と
思
う
の
だ
が
ね
」

妹
た
ち
の
顔
に
、
失
望
が
け
だ
る
く
流
れ
た
。

ガ
タ
ー
ン
。
椅
子
の
倒
れ
る
音
が
し
た
。
直
原
青
年
が
、
椅
子

か
ら
落
ち
て
、
床
に
平
伏
し
た
の
で
あ
る
。

「
ど
う
し
た
ん
だ
？
」

「
お
願
い
し
ま
す
」

「
何
を
か
ね
」

新
吉
は
わ
ざ
と
、
相
手
を
じ
ら
し
た
。

「
そ
の
お
話
。
待
っ
て
い
た
だ
く
わ
け
に
は
い
か
ん
で
し
ょ
う

か
」「

待
つ
も
待
た
ぬ
も
、
結
婚
は
両
性
の
合
意
に
も
と
ず
く
と
、
憲

法
に
書
い
て
あ
る
。
わ
た
し
は
そ
の
橋
渡
し
を
す
る
だ
け
に
過
ぎ

な
い
の
だ
が
」

「
安
心
し
た
わ
」

横
か
ら
次
女
が
口
を
挟
ん
だ
。

『
や
は
り
、
お
父
さ
ん
は
物
わ
か
り
が
い
い
の
ね
」

「
こ
や
つ
。
親
を
た
ぶ
ら
か
そ
う
た
っ
て
、
そ
う
は
い
か
ん
ぞ
。

こ
ち
ら
は
ず
っ
と
、
甲
羅
を
へ
て
る
ん
だ
か
ら
な
」

．
一
人
と
も
、
わ
か
っ
た
か
ね
」
新
吉
は
に
や
つ
き
な
が
ら
、

青
年
の
方
を
見
た
。
直
原
青
年
は
ま
だ
理
解
で
き
ぬ
と
い
い
た
げ

に
、
ポ
カ
ー
ン
と
し
て
い
た
。

長
女
は
か
ら
だ
を
く
ね
ら
せ
て
、

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
、
顔
を
伏
せ
た
。

６
１
０
１
１

そ
の
し
ぐ
さ
に
、
彼
は
一
人
前
に
成
熟
し
た
女
の
姿
を
見
届
け

た
。ｌ

こ
の
娘
が
女
に
な
る
…
…
。

ふ
と
淋
し
さ
が
、
心
の
一
隅
を
か
す
め
た
。

３

旬
日
を
い
で
ず
し
て
、
結
納
を
貰
う
》
」
と
に
な
っ
た
。
納
采
の

儀
で
あ
る
。
直
原
青
年
と
一
緒
に
な
っ
て
、
自
動
車
で
仲
人
を
迎

え
に
い
っ
た
。
仲
人
は
友
人
の
評
論
家
で
足
田
と
い
う
。
途
中
、

直
原
は
い
か
に
も
つ
ら
そ
う
に
、
告
白
を
は
じ
め
た
。

「
え
ら
い
こ
と
を
し
て
し
も
う
た
ん
で
」

聞
け
ば
、
結
納
の
飾
り
を
娘
と
一
緒
に
買
い
に
い
っ
た
。
目
録

を
デ
．
ハ
ー
ト
で
書
い
て
も
ら
っ
た
の
だ
が
、
本
人
同
士
の
名
を
い

っ
た
た
め
に
、
そ
の
通
り
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

「
あ
れ
は
、
両
親
の
名
を
書
く
も
の
だ
そ
う
で
す
ね
。
あ
わ
て
て

い
ま
し
た
ん
で
、
も
う
書
き
直
す
ひ
ま
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
ど
う

し
た
も
ん
で
し
ょ
う
か
」

絶
え
入
り
そ
う
な
声
で
あ
る
。

彼
は
笑
い
出
し
た
。

「
そ
ら
よ
か
っ
た
。
結
納
と
い
う
の
は
、
人
身
売
買
の
名
残
り
の

よ
う
な
も
の
だ
。
親
の
名
を
書
く
の
は
、
封
建
時
代
の
名
残
り
に

過
ぎ
ん
。
本
人
同
士
の
名
を
書
い
た
方
が
、
現
代
の
民
法
に
か
な

っ
て
い
て
い
い
ん
だ
よ
」

直
原
青
年
は
「
あ
わ
て
て
」
と
い
っ
た
が
、
あ
わ
て
て
い
た
の

で
は
な
く
、
古
風
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
デ
．
ハ
ー
ト
の
方

で
、
そ
れ
は
注
意
す
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
と
か
ら
親
に
聞
い

て
、
あ
わ
て
た
の
だ
と
推
察
し
た
。

足
田
の
家
へ
い
く
と
、
モ
ー
ー
ラ
グ
に
し
よ
う
か
、
羽
織
、
ハ

ヵ
マ
に
し
よ
う
か
と
、
夫
妻
で
も
め
て
い
た
。
足
田
も
年
令
の
近

い
友
人
の
媒
酌
を
頼
ま
れ
て
、
興
奮
し
て
い
る
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
結
局
は
羽
織
、
ハ
カ
マ
と
き
ま
っ
て
、
そ
れ
を
風
呂
敷
に
包

ん
だ
。新

吉
の
家
に
帰
り
つ
く
と
、
三
人
は
．
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
頼
り
に

床
の
間
の
飾
り
つ
け
を
組
み
立
て
た
。
そ
れ
が
終
る
と
、
二
人
は

羽
織
り
、
ハ
カ
マ
に
着
替
え
た
。
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ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
を
ま
た
私
ど
も
の
同
人
雑
誌
『
天
秤
』
に
書

が
、
そ
れ
に
書
い
て
あ
っ
た
。

床
の
間
に
、
新
吉
と
娘
が
座
っ
た
。

「
奥
さ
ん
は
ど
う
し
た
？
」

足
田
が
台
所
の
方
を
見
た
。

新
吉
は
あ
わ
て
て
、
・
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
く
っ
た
が
、
母
親
も
座

れ
と
は
書
い
て
い
な
い
。

「
妻
は
い
ら
ん
」

と
、
主
張
し
た
。

す
る
と
長
女
が
、

「
や
っ
ぱ
り
、
お
母
ち
ゃ
ん
に
も
い
て
も
ら
わ
ん
と
…
…
」

と
い
っ
て
、
台
所
に
い
る
新
吉
の
妻
を
大
声
で
呼
ん
だ
。

酒
肴
の
用
意
を
し
て
い
た
彼
の
妻
は
、
娘
に
う
な
が
さ
れ
る
ま

ま
に
、
エ
プ
ロ
ン
で
手
を
ふ
き
、
そ
れ
を
は
ず
し
て
、
新
吉
と
娘

の
間
に
座
っ
た
。

新
吉
は
不
服
そ
う
に
。
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
て
い
た
が
、
や
に
わ

に
足
田
に
そ
れ
を
つ
き
つ
け
た
。

「
こ
れ
を
見
て
承
る
。
親
と
本
人
だ
け
し
か
書
い
て
な
い
じ
ゃ
な

い
か
」

「
親
っ
て
、
男
だ
け
か
」

て
、
そ
の
『
悪
童
物
語
』
を
書
け
と
い
う
。

強
さ
は
な
い
。
弱
く
貧
し
い
少
年
ば
か
り
だ
っ
た
。
と
い
っ
て
も

「
今
日
は
本
式
に
や
ろ
う
ぜ
」

足
田
が
．
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
新
吉
に
渡
し
た
。
あ
い
さ
つ
の
言
葉

に
凡
１
１
－
斗
そ
一
絶
対
に
「
善
童
」
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
『
非
悪
童
物
語
』
と

絵
・
津
高
和
一
題
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
の
非
悪
童
ど
も
を
私
を
含
め
て
実
名
で

小
林
武
雄
の
詩
集
が
出
た
と
き
、
昔
話
が
は
ず
ん
で
そ
の
モ
ロ
書
く
。
苦
情
が
出
る
だ
ろ
う
が
、
容
赦
は
し
な
い
つ
も
り
で
あ
る

モ
ロ
を
『
悪
童
物
語
』
と
い
う
題
で
書
い
て
や
る
と
宣
言
し
て
し
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
こ
と
わ
っ
て
お
く
。
八
足
立
巻
一
Ｖ

非
悪
童
物
語

次
号
よ
り
新
連
載
ノ

足
立
巻

「
う
－
む
」

足
田
の
一
喝
に
、
信
吉
は
う
な
っ
た
。

’
1０７

つ
ま
ら
ぬ
こ
と
を
い
い
、
か
つ
書
い
た
も
の
だ
。
大
体
、
私
た

ち
は
承
ん
な
悪
童
で
は
な
か
っ
た
。
悪
童
と
い
う
コ
ト
零
〈
が
含
む

い
た
。
す
る
と
、
そ
れ
が
『
神
戸
っ
子
』
編
集
部
の
目
に
つ
い

本
式
が
す
ん
で
、
膳
が
並
ん
だ
。

「
楽
に
し
よ
う
や
」

二
人
は
羽
織
、
ハ
カ
マ
を
ぬ
い
で
、
着
物
一
枚
に
な
っ
た
。

「
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
も
の
で
し
て
、
直
原
さ
ん
は
、
お
父
ち

ゃ
ん
の
お
父
ち
ゃ
ん
。
つ
ま
り
こ
の
娘
の
お
爺
ち
ゃ
ん
と
生
月
れ

日
が
一
緒
で
し
て
ね
」

祖
父
が
生
ま
れ
か
わ
っ
て
帰
っ
て
き
た
の
だ
と
い
い
た
そ
う
な

口
ぶ
り
で
あ
る
。

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
が
死
ん
だ
時
、
こ
の
青
年
が
生
ま
れ
て
い
た
ん

で
す
な
」

足
田
は
い
か
に
も
感
動
し
た
と
い
う
顔
つ
き
を
し
た
。

「
蒙
古
人
が
次
の
活
仏
を
き
め
る
時
に
は
、
活
仏
が
死
ん
だ
日
に

生
れ
た
子
供
を
後
継
者
に
す
る
ら
し
い
で
す
な
」

「
あ
わ
て
る
な
ょ
。
間
に
お
れ
が
い
る
ん
だ
ぜ
」
新
吉
は
い
そ
い

で
抗
議
を
し
た
が
顔
は
崩
れ
て
い
た
。

部
屋
に
は
い
春
温
の
日
射
し
が
一
杯
に
拡
が
っ
て
い
る
。八

完
Ｖ
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1０８

賞戴

世界の品々は
サノヘでお選
びください。

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれをノ

ザ 〃ヘ 元町２丁目
⑬４７０７～８三恵洋服店

元町４丁目ＴＥＬ⑭７２９０

元町３ＴＥＬ< 3 3 > 3 6 1 7i:鵜

Ｍｒ・Ｋｅｎｔ

ｃａｍｅｔｏＫｏｂｅ
流行に左右されない
本来のオシャレ
それがK e n t です
シックな
スコッチ風の店舗
それがFuna k i y aです

篭 鍔
命
斑

騨
議

灘溺雲
識講

一〆

麺h 繊沸一瞬無

園圏国師

瀞 壷

オシャレ洋品の店
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蕊
鍛
蕊
蕊

鍵

蕊蕊

劃KOBE零SH1RT隣

鶏 糞
為

碑
ｆ４

親輔嫉力

高級紳士服専門店

神戸シャツ神戸テーラー
さんちかメンズタウンT E L ⑳0 3 8 8
生田区北長狭通２( 阪急西口）T E L ⑬2 8 1 7 . 3 1 7 3 大丸前ＴＥＬ３３．２１６８

1０９

ご贈答に風味豊かなカステーラ

長 崎堂本店
本店＝大橋町５大五ピル（6 1 ）０５５３－４
新開地店＝松竹座前（ 5 6 ）２４２３
元町店＝元町６（ 3 4 ）４１３０
巻んちかスイーツタウン（3 6 ）３６２５

で4

園頭目篭糠I ■廟彦
審望劃Ｌ一牙・冒昏や夢云一

神戸本社神戸市生田区三富町1 丁目1 7 0 電話3 3 - 5 3 0 4
神戸直売店神戸市生田区三富町１丁目電話3 3 - 1 2 1 7
大阪堺筋店大阪市束区淡路町２丁目電話2 3 1 - 6 9 7 9
大阪心斎橋店大阪市南区安堂寺橋通４丁目電話2 5 1 - 4 1 8 2
東京銀座店東京都中央区銀座８丁目電話5 7 1 - 2 3 0 3
東京新宿店東京都新宿区角筈１丁目

新宿ステーショピル地下２階電話3 5 2 - 2 4 3 6
東京有楽ビル店東京都有楽町有楽ピル電話2 1 3 - 2 8 2 1
東京国際ビル店東京都丸ノ内国際ビル電話2 1 2 - 3 7 4 6

l蕊;！

ｒ
Ｉ
“ ﾀ ﾞ ｶ ﾞ 創卯ｒ出川ｒ
Ｉ
“
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末精製額

‐
‐
１
‐
１
１
１
１

lｌＯ

額橡絵画・洋画材料
室内工芸品

美しさを保つ
スポーツに

美容に
科学が生んだ

高級きものとおび
しみぬき・活; 洗享専門店

コンタクトレンズ
日本コンタクトレンズ協会会員

国際コンタクトレンズ研究所
神戸市葺合区御幸通八丁目九ノー（三宮駅前）
神戸国際会館内ＴＥＬ（2 2 ）８１６１．（2 3 ）２５７０．

三宮・大丸北
トア・ロード
⑬1 3 0 9 . 6 2 3 4

⑲平野
､ つ3 や家旋
兵庫区神田町１２５
（家庭裁判所前東１丁）
ＴＥＬ⑭６９３２

0０９０
０７６８

４９６９

４０４５

ﾊﾟﾊﾟ暦ﾏﾏﾎﾞｸﾔｰ緒に遊ぼうz重参おもちゃの
、揃三息〆Ｌ勺唾: ｼ ﾞ : ルメ左ヤ…鐸…－
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1１１

W 蝋ｗ
神戸■元町

ＡＣＣＥＳＳＯＲＩＥＳ

イクシ言ﾏ ヤ
二_」
ＴＥＬ．（3 3）２４１５・２４１６

蕊蕊蕊蕊鍵鍵

大上鞄店・いなみ
元町通１丁目ＴＥＬ３３．３９６２
さんちかメンズタウンＴＥＬ３９．４６２７

巽弔占鴬

芝蝋窯雪篭無

創業鯛濃二十蒋

羅物の山下
茜い慧舗に諭仰道砿

神戸三宮センター街
ＴＥＬ⑲０２５６

確実正札完全冷暖房
静かに品選びの出来る店
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営業時間
Ａ, Ｍ、１１．３０～Ｐ. Ｍ、９

小川深雪
阪急西口下る京町筋
ＴＥＬ〈3 9 ＞１４１３

1１２

ﾑ茎
参

お
す
ノ
レ

イ
ん
ぶ
ら

で
ん
わ
⑬
三
七
七
一

三
一
○
八

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
東

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑬
５
７
７
２

５
６
７
４

（
毎
週
月
曜
日
休
み
）

支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
⑲
５
２
３
３

柴
涌

洋酒の店

や
っ
ぱ
り
う
ま
い

む
さ
し
の
と
ん
か
つ
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清水よし子
生田区下山手通２丁目ＴＥＬ< 3 9 > 1 5 1 5

９．

等
路

.･･D B 副晶器垂T 浄昌9 - 千・弓筈室』

洋酒の店キャンテイ

（hiqn骨ｉ
榊晴夫ＴＥＬ( 3 9 ) ３０６０

２１３ＫＩＴＡＮＡＧＡＳＡ・ＤＯＲＩＩＫＵＴＡ－ＫＵＫＯＢＥ

1１３

財。f悪8 . ‘g 再司8 』弓２塁

生田・中山手２丁
松田真理子
目８９．光ビル１階 ＴＥＬ3 3 - 3 0 5 2
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